
主催：

協賛：

Oct. 3 (Fri) 19:00

NHK交響楽団
指揮：エヴァ･オリカイネン
トランペット：児玉隼人  
ピアノ：ソフィア・リュウ

NHK Symphony Orchestra,Tokyo
Eva Ollikainen, Conductor
Hayato Kodama, Trumpet    Sophia Liu, Piano

シンフォニア・ヴァルソヴィア
10月5日（日）

10月3日（金）

指揮：クリスティアン・アルミンク
ピアノ：反田恭平、小林愛実
ベートーベン／歌劇「フィデリオ」作品72｠から 序曲
パデレフスキ／創作主題によるポーランド幻想曲 作品19（ピアノ：反田恭平）
ショパン／ピアノ協奏曲第1番 ホ短調 作品11（ピアノ：小林愛実）
Sinfonia Varsovia
Christian Arming, Conductor     Kyohei Sorita / Aimi Kobayashi, Piano

Beethoven: Overture from "Fidelio" Op.72
Paderewski: Fantaisie polonaise sur des thèmes originaux in G minor, Op.19
Chopin: Piano Concerto No. 1 in E minor, Op.11

共催：NHK交響楽団　  協賛：岩谷産業

チェコ・フィルハーモニー
管弦楽団

10月20日（月）

指揮：セミヨン・ビシュコフ
スメタナ／連作交響詩「わが祖国」
Czech Philharmonic Orchestra
Semyon Bychkov, Conductor

Smetana: Má Vlast

19:00開演（18：00開場）

16:00開演（15：00開場）

19:00開演（17：40開場）

Oct. 20 (Mon) 19:00

Ravel: La Valse    Tomasi: Trumpet Concerto
Saint-Saëns: Piano Concerto No. 2 in G minor, Op.22
R.Strauss: Der Rosenkavalier Suite, Op.59,TrV227

ラヴェル／ラ･ヴァルス　トマジ／トランペット協奏曲
サン･サーンス／ピアノ協奏曲第2番 ト短調 作品22
R.シュトラウス／歌劇「ばらの騎士」組曲 作品59 TrV227
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＊18:10～ N響メンバーによる弦楽四重奏のプレコンサートあり

Oct. 5 (Sun) 16:00

©Bartek Barczyk  

©Shumpei Ohsugi 

©Petra Hajsk

©Umberto Nicoletti

写真提供：NHK交響楽団

©Nikolaj Lund



イープラス https://eplus.jp/nhk/ 〈インターネット〉

チケットぴあ  (Pコード 297-370) https://w.pia.jp/t/nhkfes/ 〈インターネット〉

GETTIIS（ゲッティーズ） https://www.gettiis.jp/ 〈インターネット〉

ハローダイヤル　　　　　　     050-5541-8600 （9：00～20：00 無休）

ＮＨＫプロモーションホームページ　https://www.nhk-p.co.jp/

●お問い合わせ

前売券 好評販売中

● 山手線原宿駅から徒歩10分   ● 渋谷駅から徒歩15分　
● 駐車場はありません 渋谷区役所前公共地下駐車場（03-5458-8801）をご利用ください

ＮＨＫホールへのアクセス

託児サービス

ＮＨＫホームページ　　　　　 https://nhk.jp/event

※電子チケット「チケットれすQ」でも購入いただけます。

ご希望の方は各公演の２週間前までに、下記までお申し込みください。（有料／定員になり次第受付終了）
◎お申込み：コンビスマイル株式会社
　メール：smile.gh@combi.co.jp (件名に「ＮＨＫ音楽祭託児コーナー申し込み」と記載ください。）
　ＴＥＬ：03-6231-6382（9:00～17:00/土日祝は休業）
※満２歳～未就学児の方がご利用いただけます。

U-29

U-29

１０/３（金） ＮＨＫ交響楽団 １０/５（日） シンフォニア･ヴァルソヴィア 10/20（月） チェコ･フィルハーモニー管弦楽団

「おんがくでみんながつながるしぶや」とは
多様性を尊重する街、渋谷。様々な個性を受け入れることで、新しい文化が生ま
れてきた街でもあります。そして渋谷では毎日、街のどこかで豊かな音楽が響い
ています。その音がひとつにつながることで、新しい渋谷カルチャーを奏でます。

NHKのクラシック音楽番組の情報はこちらから！
■ NHK CLASSIC公式X (旧Twitter)アカウント
　 https://x.com/nhk_classical

クリスティアン･アルミンク（指揮）

1984年にメニューインがポーランド室内響を母体として設立した
俊英オーケストラ。設立当初から欧米やアジアなど世界中をツアー
し、高い評価を得ている。これまでアバド、デュトワ、ルトスワフ
スキ、クリヴィヌらの指揮で、アルゲリッチ、ブレンデル、クレー
メル、F.P.ツィンマーマン、ロストロポーヴィチ、ドミンゴらと共
演。1997～2020年にペンデレツキが芸術監督を、2008年からはミ
ンコフスキが音楽監督を務めた。録音も多い。2010年のショパン
の生誕200年では、ワルシャワで開催された「ラ･フォル･ジュル
ネ」音楽祭にホスト･オーケストラとして参加した。

シンフォニア･ヴァルソヴィア

第18回ショパン国際ピアノ･コンクー
ルにて日本人では半世紀ぶり最高位と
なる第2位を受賞。デビュー以降、国
内外のオーケストラとの共演回数はす
でに300回以上に及ぶ。現在はウィー
ンを拠点とした演奏活動だけでなく、
自身のオーケストラであるJapan National Orchestra（JNO）のプロ
デュースなどにも力を入れている。

2021年10月「第18回ショパン国際ピア
ノコンクール」第4位入賞。ブリュッヘ
ン指揮18世紀オーケストラ、ソヒエフ
指揮ミュンヘン･フィルハーモニー管
などと共演。2015年10月「第17回ショ
パン国際ピアノコンクール」ファイナリ
スト。最新CD「シューベルト：4つの即興曲作品142、ピアノ･ソナタ
第19番ハ短調他」をリリース。2022年3月、第31回出光音楽賞受賞。

1952年レニングラード（現･サンクトペテルブルク）生まれ。
1975年アメリカに移住し、1980年代半ばよりヨーロッパを
ベースに活躍している。2018年にチェコ･フィルハーモニー管
弦楽団首席指揮者･音楽監督に就任。チャイコフスキー･プロ
ジェクトに続き、2024年にはスメタナ生誕200周年を記念した
欧米ツアーと録音を展開。現在はマーラー･チクルスを進行
中。ベルリン･フィル、ウィーン･フィルなどとの多数の録音に
加え、BBCやMusical Americaで高い評価を受け、2015年イン
ターナショナル･オペラ･アワード、2022年Musical Americaに
て「コンダクター･オブ･ザ･イヤー」に選出。チェコ･フィルで
は新作委嘱や教育活動にも注力。また世界各地の主要楽団･歌
劇場にも定期的に客演している。

セミヨン･ビシュコフ（指揮）

創設129年のチェコ･フィルハーモニー管弦楽団は、1896年に
有名なルドルフィヌムでの創立公演で作曲家自身がオール･ド
ボルザーク･プログラムを演奏した。チェコ･フィルは、祖国の
作曲家の音楽の解釈において絶対的な信頼を得ていると同時
に、ブラームス、チャイコフスキー、そしてマーラーの音楽と
の深い関係性が知られている。チェコ･フィルの誇り高き歴史
は、ヨーロッパの中心に本拠地を構える地域性と、チェコ共和
国の不安定な政治の歴史を反映しており、スメタナの「わが祖
国」が、強力なシンボルとなっている。

チェコ･フィルハーモニー管弦楽団

小林愛実 （ピアノ）

反田恭平 （ピアノ）

©Shuhei Tsunekawa

©Yuji Ueno

フィンランド出身。ヘルシンキのシベリウス･アカデミーでレイフ･
セーゲルスタムとヨルマ･パヌラに師事した。2003年、ヨルマ･パヌ
ラ指揮者コンクールに優勝。2020年からアイスランド交響楽団の
首席指揮者兼芸術監督を務め、現代音楽を含む幅広いレパートリー
を演奏している。また、ロイヤル･ストックホルム･フィルハーモ
ニー管弦楽団、ロサンゼルス･フィルハーモニー管弦楽団、ス
ウェーデン放送交響楽団、プラハ放送交響楽団、フランス国立管弦
楽団、チューリッヒ･トーンハレ管弦楽団、ロンドン･フィルハーモ
ニー管弦楽団、ウィーン交響楽団などの一流オーケストラと共演を
重ね、オペラの分野でも、ドレスデン国立歌劇場やベルリン国立歌
劇場、デンマーク王立歌劇場などに出演。母校で教鞭を取るほか、
マスタークラスの開催やアカデミーの創設を通じて、若い音楽家の
育成にも力を注いでいる。

ウィーン生まれ。L.ハーガーや小澤征爾のもとで研鑽を積み、ヤナー
チェク･フィルの首席指揮者、ルツェルン歌劇場の音楽監督などを経
て、2003-13年に新日本フィル、2011-19年にベルギー王立リエージュ･
フィルの音楽監督として活躍。2017年から広島交響楽団の首席客演
指揮者を務め、2024年に同団の音楽監督に就任した。これまでにチェ
コ･フィル、ベルリン･ドイツ響、フランクフルト放送響、ザルツブル
ク･モーツァルテウム管、ウィーン響、ベルギー国立管、トゥールーズ
･キャピトル国立管、スイス･ロマンド管、ボストン響、N響などに招か
れ、オペラではフランクフルトやストラスブールの歌劇場、新日本
フィルなどで《ドン･ジョヴァンニ》《サロメ》《ホフマン物語》《フィレ
ンツェの悲劇》などを指揮している。2019年に小澤征爾音楽塾オペラ
･プロジェクトで小澤征爾と共に《カルメン》全4公演、2024年に東京
二期会オペラ《コジ･ファン･トゥッテ》全6公演を指揮した。

エヴァ･オリカイネン（指揮）

1926年創立。年間54回の定期公演をはじめ、全国各地で行われる
約120回のコンサートで世界一流の指揮者･ソリストたちと共演を重
ねている。ザルツブルク音楽祭など世界最高峰の舞台でも活躍し、
2024年8月には台湾でツアーを行い、さらに2025年5月には「マー
ラー･フェスティバル」（アムステルダム･コンセルトヘボウ）などへ
の招待に合わせ、ヨーロッパでツアーを行う予定である。また社会
貢献活動として、全国の学校を訪問する「NHKこども音楽クラブ」、
被災地や病院に安らぎと元気を届ける室内楽コンサートなど、多彩
な活動を行っている。首席指揮者：ファビオ･ルイージ。

NHK交響楽団

2009年、北海道釧路市生まれ。2024
年、日本管打楽器コンクール トラン
ペット部門において、全部門での史上
最年少第1位、併せて特別大賞を受
賞。2025年、ウィーン国際音楽コン
クールにて金賞を受賞。これまでに、
国内の主要オーケストラと数多く共演。現在、カールスルーエ音楽
大学のプレカレッジにて、ラインホルト･フリードリヒ氏に師事。

2008年上海生まれ。モントリオール
でダン･タイ･ソンに師事。様々なコン
クールで優勝･入賞し、世界各地で演
奏を重ねている。クリーヴランド管、
シンフォニア･ヴァルソヴィアなどと
共演。ラ･ロック･ダンテロン国際ピア
ノ音楽祭などに出演し、ポーランドの「ショパンと彼のヨーロッパ」
音楽祭では協奏曲の演奏やリサイタルを行い、大成功を収めた。

児玉隼人 （トランペット）

ソフィア･リュウ （ピアノ）

©Yuji Ueno

©Natalie Sartisson

この公演は途中休憩がございません。
お時間に余裕をもってお越しください。

公　 演 S席SS席 B席A席 D席C席
入場料
（消費税込）

公演日

ＮＨＫ交響楽団

シンフォニア･ヴァルソヴィア

チェコ･フィルハーモニー管弦楽団

19:00
16:00
19:00

21:00
18:00
20:30

10,000
19,000
19,000

9,000
16,000
16,000

7,000
13,000
13,000

3,500
6,000
6,000

U-29席
2,000
3,000
3,000

12,000
22,000
22,000

5,000
11,000
11,000

開演 終演
予定

10/ 3（金）
10/ 5（日）
10/20（月）

●出演者･曲目･開演時間等に変更が生じる場合があります。その場合のチケットのお申し込み･購入後の変更、キャンセル、払い戻しはできません。

●インターネットオークション等での営利目的の転売は固くお断りします。   ●就学前のお子様の同伴･入場はご遠慮ください。 

●車いす席は、チケットぴあにて販売いたします。 

●チケットご購入の際、別途プレイガイド発券手数料やシステム利用料がかかります。プレイガイドやお求め方法によって金額は異なります。

お客様へのご案内

● U-29席（小学生～29歳以下の方対象）の
販売について

U-29席は、各プレイガイドで取り扱いいたします。当日
入場時に年齢の確認をいたします。学生証、生徒手
帳、保険証、運転免許証など生年月日が確認できる書
類を必ずお持ちください。30歳以上の方で、29歳以下
の方とお並びでの鑑賞をご希望の場合は、U-29席の
チケットをご購入ください。当日会場でD席との差額を
頂戴いたします。なお、30歳以上の方のみでU-29席に
お座りいただくことはできませんので、必ず29歳以下
のお連れ様といっしょにご入場をお願いいたします。


